










































































































れは 4～5 グループ（1 グループ 4～5 名で構成）で
行った場合のおおよその時間（作業の説明からブレイ
ンストーミングの実施と発表まで）を目安としてい
る。したがって，参加者数やグループ数の増減によっ
て，また各グループのプレゼン時間によっても時間数
が増減することに留意して頂きたい。
2-1．「シアワセ」の相対化―私の「シアワセ」から
「他人のシアワセ」へ―
2-1-1．アイスブレイク：「シアワセ」を感じるとき
＜手順＞（所要時間：30-40 分）
（1）参加メンバーひとりに 10 枚ずつ付箋紙（約
5×5cm サイズ）を配布する
（2）1 枚目には自分の名前（ふりがな）をマジック
で記入してもらい，胸の中心か上部に貼り付け
る。2 枚目以降は自分が「シアワセを感じると
き」を 1 枚の付箋紙にひとつずつ記入してもら
い，それを胸や腕など体のわかりやすい位置に
すべて貼り付けていく（写真 1）。具体的には，
「風呂上がりのビール」「ゴルフ」「家族旅行」な
ど，日常の様々な生活シーンが記入されるであ
ろう
（3）すべての付箋紙が書き終わったら，全員が立ち
上がり，歩き回りながら自分と「似た者同士」を
探してもらう。例えば，「趣味が似ている（音
楽，スポーツ…）」「酒や料理などの好みが似てい
る」「家族との時間を大事にしている」など，共
通する特徴を「ひとつだけ」見つけ出しながら仲
95地域活動におけるブレインストーミングの活用方法
間を探していく（写真 2）
（4）似た者同士が 4～5 人集まったら，そこでひと
つのグループになり，先に出来上がったグループ
から順に固まって席に着く。最後に数人ほどあぶ
れたメンバーが出た場合は，その人たちだけでひ
とつのグループをつくる
（5）各グループは，自分たちの「シアワセ」が書か
れた付箋紙を体からはがし，それらを模造紙にす
べて貼り付けていく。そのとき，各自の付箋紙
（シアワセ）は「似たもの同士」で新しくグルー
プ分けし，それぞれのグループをマジックで囲い
タイトルをつける（写真 3）。このとき，どこの
グループにも属さないような付箋紙があった場合
は，無理にどこかのグループに組み込むようなこ
とはせず，「はずれた意見」として一旦は模造紙
の端の方に貼り付けておく。付箋紙をグルーピン
グする際には，「食べもの」「趣味」「旅行」と
いった一般的な枠組みでグルーピングをしても構
わないが，先に出た「はずれの意見」を取り込ん
だりしながら，できるだけ「奇抜な（amazing；
意外性や驚きのある）」グルーピングをしていく
ことが望ましい（写真 4）
（6） 似たもの同士のグループがいくつか出来上が
り，すべての付箋紙を整理できたら，それらのグ
ループ全体に共通するようなタイトル，即ちより
一般化・抽象化されたもうひとつの共通点をみつ
け，それを「自分たちのグループ名」として模造
紙の上部に書き込む。ここでのグループ名は，
（3）で仲間探しをした時の「共通の特徴」とは異
なる新たな名称をつける。そしてこれもまた，で
きるだけ「奇抜な名称」が望ましい（写真 5）
（7） 最後に各グループは，グループ結成のプロセス
と理由，グループ名の由来などについて順に発表
する（写真 6）
写真1：自分の書いた付箋紙を貼る
写真2：似たもの同士を探す
写真3：似たもの同士のグルーピング
写真4：奇抜なグルーピング
